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中学校教員のダンスに対する
ジェンダー・イメージ，抵抗感と羞恥心

─ A市公立中学校保健体育教員を対象として ─
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　本研究では，地方都市A市内公立中学校保健体育科教員を対象として，ダンスのジェン
ダー・イメージ（男らしさ／女らしさ），ダンスに対する態度（抵抗感と羞恥心［恥ずかしさ］）
に関する質問紙調査を行い，実状を把握することを試みた。その結果，①ジェンダー・バイ
アスについては未だ根強く残っており，種目（領域）別にみると「創作ダンス」が女性らし
いと思われる傾向にあることが明らかとなった。また，②抵抗感や羞恥心については，抵抗
感や羞恥心ともに中立化の傾向を示したものの，未だ抵抗感や羞恥心を抱く教員が多いこと
が明らかとなった。
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１．研究背景および目的
　平成24年の中学校１・２年生のダンスの必修化を
受けて，ダンスの授業内容や指導法を検討するため
に，教員と生徒のダンスに対する意識を明らかにする
ことは重要な課題として浮上した。本研究者らはこう
した認識のもと，教員と生徒の両方を対象にダンスに
対する意識調査を2011年より継続的に行ってきた。
　上記の意識調査を行なっていく前提として，本研
究では主に以下二つの問いを設定した。
①一つ目は，ダンス自体はこれまで「女性的なもの」
として語られる傾向にあったが，「このイメージが
2011年以降どうなっているのだろうか」という問い。
②二つ目は，ダンスに対する抵抗感や羞恥心とジェ
ンダー・イメージとの関連について。
表現運動・ダンスは他の体育領域に比べて指導しに
くいという，教員のダンスへの抵抗感を示す意識調
査結果は，これまでいくつか発表されてきた。ダン
スに対する「恥ずかしさ」（本研究では「羞恥心」

とする）については，「恥ずかしいと構えてしまって，
なんとなく敷居が高いように感じる」（渡辺 2009）
というような語りが繰り返されてきたものの，学術
研究は非常に限られている状況にあった。さらに秋
葉（1982）の「ダンスは女性的であるという偏った
イメージがダンスへの抵抗感を生み出している」と
いう言説に見られるように，ダンスへの抵抗感はダ
ンスのジェンダー・イメージと結びつけて語られて
きた傾向にあった。これらを受けて，2011年以降

「教員はダンスに対して抵抗感や羞恥心をどの程度
抱いているのか，そしてダンスのジェンダー・イメー
ジとの関連はあるのか」を二つ目の問いとした。
　これまで本研究者らが行なってきた調査のうち，
中学生を対象に行なった意識調査の研究結果を総合
すると，中学生あまりダンスを「女らしい」ものと
見なしておらず，どちらかと問われると「女らしい」
に傾きがちではあるものの，「男らしい」というイ
メージも生じつつあり，そのジェンダー・イメージ
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者が共通の認識をすることなどを重要に考えて
いる。

（２） プロ合唱団員は，「ハーモニーの美しさ・ハー
モニー感の向上・アンサンブルの楽しさ」にメ
リットを感じている一方，「声をセーブするこ
と」，また「合唱とソロの声を使い分けること」
によって，ソロをする際の発声に何らかのマイ
ナスの影響があると感じている。

（３） 合唱指揮者は，ソロと合唱の両歌唱に両立で
きる発声技術が必要と考えている。また，団員
の個性やレベルに合わせた指導を模索してい
る。

Ⅴ．結論
　今回の調査から，ソロの発声技術と合唱の発声技
術の両方を使用することに歌唱演奏者が苦労しなが
ら取り組んでいることが明らかとなった。この結果
から言えることは，ソロ歌唱と合唱歌唱の理想的な
発声を得るためには，まず，両者とも声楽発声の基
礎を身につけ，無理のない，喉を酷使しない発声を
習得することが求められる。その上で，ソロと合唱
それぞれに特有な歌唱技術，すなわちビブラート，
声量，音程，発音，ブレス等の正しい技術を獲得し，
これら声楽テクニックのコントロールができること
が理想的な合唱歌唱につながる。また，ソリストは，
「合わせる」経験を積んでいく中で，合唱歌唱の技
術を磨いていくことが必要であり，合唱歌手は，「ソ
リストの歌唱技術」を獲得することで，個々の歌唱
技術を磨いていくことが必要である。これらの技術
を双方が獲得できれば，時代に応じた声楽様式や
様々なジャンルに適応した音色を生み出すことがで
き，音楽表現のさらなる広がりが期待できる。
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は変容しつつあるのが実状と考えられた。また，抵
抗感や羞恥心といった負の感情は根強く見られるも
のの，ジェンダー・イメージとの関連は強く見られ
なかった。
　一方で，教員を対象にした調査について，小学校
教員を対象にしたものと，中学校教員を対象とした
ものがある。いずれも「ダンスは女らしいもの」と
いう根強いジェンダー・イメージ，そして抵抗感や
羞恥心抱いていることが示唆された。しかし，これ
まで行なった中学校教員を対象としたジェンダー・
イメージの調査は小規模のものであり，また中学校
教員の男女双方を対象とした抵抗感や羞恥心，そし
てジェンダー・イメージとの関連をみる調査はこれ
まで行なっておらず，課題として浮上していた。そ
こで本研究では，中学校教員を対象として，①ダン
スに対するジェンダー・イメージ，②ダンスに対す
る態度（抵抗感と羞恥心）についての質問紙調査を
行い，考察を行う。このことを通して，ダンス教材
や指導法開発の土台となる基礎的資料を得る事を目
的とする。

２．研究方法
①研究期間：2016年９月２日～ 2016年９月30日
②研究対象：地方都市A市内公立中学校保健体育科
教員
③個人情報保護に対する説明：調査票の冒頭に，回
答結果は研究に利用するのみで，他の目的に使用し
ないこと，回答結果は全て統計的に処理し，プライ
バシーが漏れることがないことを明記した。
④質問紙調査：郵送法による回収（総数135部配布，
70部回収；回収率51.9％）
主な質問内容：次の項目の５件法による調査①主要
なスポーツ12種目（陸上・サッカー・柔道・ソフ
トボール・バスケットボール・ダンス・バドミント
ン・器械運動・バレーボール・水泳・野球・剣道）
のジェンダー・イメージ，およびダンス種目（「創
作ダンス」・「フォークダンス」・「現代的なリズムの
ダンス」）に対するジェンダー・イメージ，②ダン
スを指導することに対する抵抗感，③ダンスをする
ことに対する羞恥心

表1　回答者の内訳
年齢 教員歴

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 １～９年 10～19年 20～29年 30年以上

女性  n＝19 6（31.6％） 3（15.8％） 5（26.3％） 5（26.5％） 0（0.0％） 7（36.8％） 4（21.1％） 3（15.8％） 5（26.3％）

男性  n＝41 6（14.6％） 13（31.7％） 10（24.4％） 11（26.8％） 1（2.4％） 12（29.3％） 12（29.3％） 11（26.8％） 6（14.6％）

全体  n＝60 12（20.0％） 16（26.7％） 15（25.0％） 16（26.7％） 1（1.7％） 19（31.7％） 16（26.7％） 14（23.3％） 11（18.3％）

表2　スポーツに対するイメージと男女差の検討
女性（n＝19） 女性（n＝41）

t値　
全体（n＝60）

平均 SD 平均 SD 平均 SD
陸上競技 3.05 .23 3.27 .55 .14＊ 3.20 .48
サッカー 3.79 .79 3.80 .75 .07 3.80 .75
柔道 3.47 .70 3.68 .76 .02 3.62 .74
ソフトボール 2.53 .91 2.54 .81 .04 2.53 .83
バスケットボール 3.00 .00 3.05 .44 .48 3.03 .37
ダンス 2.16 .84 2.10 .70 .29 2.12 .74
バドミントン 2.84 .50 2.80 .40 .31 2.82 .43
器械運動 3.05 .52 2.93 .61 .78 2.97 .58
バレーボール 3.00 .33 2.63 .62 .96 2.75 .57
水泳 3.00 .00 3.00 .22 .00 3.00 .18
野球 4.16 1.01 4.20 .87 .15＊＊ 4.28 .91
剣道 3.32 .58 3.22 .57 .60 3.25 .57

＊p＜.05, ＊＊p＜.01
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３．研究結果
3－  1．ダンスを含む主要なスポーツ12種目のジェ
ンダー・イメージについて

　以下の表は，主要なスポーツ12種目（陸上・サッ
カー・柔道・ソフトボール・バスケットボール・ダ
ンス・バドミントン・器械運動・バレーボール・水
泳・野球・剣道）のについて，ジェンダー・イメー
ジ（「女らしい」「どちらかといえば女らしい」「ど
ちらでもない」「どちらかといえば男らしい」「男ら
しい」）を５件法でたずねて「女らしい」を１点，「ど
ちらかといえば女らしい」を２点，「どちらでもない」
を３点，「どちらかといえば男らしい」を４点，「男

らしい」を５点として平均値を算出し，男女別及び
全体をまとめたものである。
　全体の平均値をみると中立化傾向の種目が大半を
占めるが，サッカー，野球，柔道，剣道の四種目が
「男らしい」イメージよりであり，ダンスが「女ら
しい」イメージよりといえる。性差についてｔ検定
を行ったところ，「陸上競技」と「野球」に５％水
準で男女差が認められた。逆に言えば，「ダンス」
を含めその他10種目については男女差が見られな
いという結果であった。「陸上競技」と「野球」の
種目を度数の割合で可視化したものが，以下の図で
ある。
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図1－1　陸上競技に対するイメージ（男女差あり）
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図1－2　野球に対するイメージ（男女差あり）
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図２．スポーツに対するイメージ（男女差なし）

　「ソフトボール」は平均値でみると2.53と「どち
らでもない」の範囲に収まるものの，同数の割合を
みると「女らしい」10％」，「どちらかといえば女ら
しい38.3％」を合わせると，約半数の48.3％が女性
的なイメージを抱いていることがわかる。さらに，
「ダンス」は「女らしい20％」と「どちらかといえ
ば女らしい52.7％」を合わせると72.7％が女性的な
イメージを抱いているといえる。これは，従来の「ダ
ンス＝女性らしさ」のイメージが根強く残っている
ことを，あらためて示唆していると考えられる。

3－2．ダンス三種目のジェンダー・イメージ
　既述のとおり，ダンスのジェンダー・イメージは
全体では女性的といえる。ダンスの三種目（「創作ダ
ンス」「フォークダンス」「現代的なリズムのダンス」）
別にみたところ，平均値が「創作ダンス」2.42,「フォー
クダンス」2.88，「リズムダンス」2.92であり，創作
ダンスが「やや女らしい」よりであり，フォークダ
ンスとリズムダンスは「どちらでもない」の範囲に
収まっていると考えられる。このことは，ダンスの
三種目の中でも，特に「創作ダンス」が女性らしい
と思われる傾向にあることを示唆している。以下は
度数の全体に占める割合をグラフ化したものである。
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図３　ダンス３種目に対するイメージ

４�．ダンスに対する態度（抵抗感と羞恥心）とジェ
ンダー・イメージとの関連について

4－1　ダンスを指導することへの抵抗感について
　「ダンスを指導することへの抵抗感」についてで
あるが，「抵抗はない１点」，「どちらかといえば抵
抗はない２点」，「どちらでもない３点」，「どちらか
といえば抵抗がある４点」，「抵抗がある５点」と，
各項目を得点化し，平均値を算出したところ，全体
は2.98，「どちらでもない」の範囲におさまるもの

でした。一方で，より詳細に度数の割合をみると，
抵抗感を抱いている割合（「抵抗がある23.3％」「ど
ちらかといえば抵抗がある16.7％」の合計）が全体
の40％を占めていることから，抵抗感も未だ根強
いということも言える。
　また，ダンス三種目のジェンダー・イメージと「抵
抗感」の相関をみたところ，相関は認められなかっ
た。さらに，「創作ダンス」のみが５％水準で，負
の相関を示した。

23.3% 16.7% 11.7% 35.0% 13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

抵抗がある
どちらかといえば抵抗がある
どちらでもない
どちらかといえば抵抗はない

図４　ダンスに対する抵抗感

4－2　ダンスを指導することへの羞恥心について
　「羞恥心を感じない１点」，「どちらかといえば羞
恥心を感じない2点」，「どちらでもない3点」，「ど
ちらかといえば羞恥心を感じる4点」，「羞恥心を感
じる5点」と，各項目を得点化し平均値を算出した
ところ，全体は2.93,「どちらでもない」の範囲に
おさまるものでした。方で，より詳細に度数の割合
をみると，羞恥心を感じている割合（「羞恥心を感
じる10%」「どちらかといえば羞恥心を感じる25%」
の合計）が全体の35%を占めていた。羞恥心を感

じていない割合（「羞恥心を感じない16.7%」「どち
らかといえば羞恥心を感じない18.3%」の合計）が
全体の35%で， 羞恥心を感じている割合と同じこと
から，抵抗感と同様に，羞恥心も未だ根強いという
ことも言える。また，ダンス（全体）と羞恥心の相
関をみたところ，相関は認められなかった。さらに，
ダンス三種目のジェンダー・イメージと「羞恥心」
の相関をみたところ，「創作ダンス」と「現代的な
リズムのダンス」が１％水準で，羞恥心との有意な
負の相関を示した。
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図２．スポーツに対するイメージ（男女差なし）

　「ソフトボール」は平均値でみると2.53と「どち
らでもない」の範囲に収まるものの，同数の割合を
みると「女らしい」10％」，「どちらかといえば女ら
しい38.3％」を合わせると，約半数の48.3％が女性
的なイメージを抱いていることがわかる。さらに，
「ダンス」は「女らしい20％」と「どちらかといえ
ば女らしい52.7％」を合わせると72.7％が女性的な
イメージを抱いているといえる。これは，従来の「ダ
ンス＝女性らしさ」のイメージが根強く残っている
ことを，あらためて示唆していると考えられる。

3－2．ダンス三種目のジェンダー・イメージ
　既述のとおり，ダンスのジェンダー・イメージは
全体では女性的といえる。ダンスの三種目（「創作ダ
ンス」「フォークダンス」「現代的なリズムのダンス」）
別にみたところ，平均値が「創作ダンス」2.42,「フォー
クダンス」2.88，「リズムダンス」2.92であり，創作
ダンスが「やや女らしい」よりであり，フォークダ
ンスとリズムダンスは「どちらでもない」の範囲に
収まっていると考えられる。このことは，ダンスの
三種目の中でも，特に「創作ダンス」が女性らしい
と思われる傾向にあることを示唆している。以下は
度数の全体に占める割合をグラフ化したものである。
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図５　ダンスに対する羞恥心

５�．調査のまとめ（議論）
（１）スポーツのジェンダー・イメージ
　スポーツのジェンダー・イメージを調査した山本
（2007）の先行研究では，男性的イメージがある種
目として野外種目，武道種目，体闘型，投擲種目，
女性的イメージがある種目としてネット型球技種
目，表現採点種を挙げている。本調査の結果では，
男性的イメージの数値が高いのは，サッカー，野球，
柔道，武道であり，女性的イメージの数値が高かっ
たのはダンスであった。ネット型球技種目であるバ
ドミントン，バレーボールの平均値はそれぞれ2.82，
2.75と「どちらでもない」の範囲に収まるものでは
あった。しかし度数の割合をみると，本調査で女性
的イメージの数値（「女らしい」と「どちらかとい
えば女らしい」の合計）が20％を超えたのが12種
目のうち4種目であり，その内の２つがネット型球
技種目であるバドミントン（「女らしい０％」「どち
らかといえば女らしい20％」：合計20％）とバレー
ボール（「女らしい3.3％」「どちらかといえば女ら
しい21.7％」：合計25％）ということになった（他
の２種目はソフトボール合計48.3％，ダンス合計
70％）。これらの結果は，山本の調査結果と同様の
傾向を示していると考えられる。

（２）ダンスのジェンダー・イメージ
　ダンスのジェンダー・イメージについては，以下
の点が明らかになった。
①ダンス全体では，（男女双方の）教員に，女性的
というイメージが根強く残る。
②ダンスの種目（領域）別では，「フォークダンス」・
「リズムダンス」に対するジェンダー・イメージは
中立化傾向にあるものの，「創作ダンス」に特に女

性的なイメージが残っている。

（３）抵抗感と羞恥心
　ダンスへの態度（抵抗感と羞恥心）については，
以下の点が明らかになった。
①抗感と羞恥心ともに（男女双方の）教員が「どち
らでもない」の中立化傾向を示していた。
②ダンスの種目（領域）別では，抵抗感・羞恥心と
もに相関を示したのは「創作ダンス」であった。今
後の学校現場や，教員養成課程において「創作ダン
ス」（表現系のダンス）をどのように指導してくか
が課題として浮上した。

６．今後の課題　
　本稿の最後に，本研究の限界と今後の課題を記し
ておきたい。本研究では，質問紙調査の中で，教員
の性別や年齢など基本的な属性のみ尋ねており，教
員のダンスの学習経験について充分なデータをとっ
ていない。しかし，ダンスへのイメージや態度は，
教員のそれまでのダンス経験によって変容する可能
性が高い１）。今後は，過去の授業経験，教員養成課
程でのダンス学習の経験や教師になってからのダン
ス指導経験との関連でより掘り下げた検討をする必
要があるだろう。

［付記］本研究は，科研費（課題番号：16K02037）
の助成を受けたものである。本調査に際し，快くご
協力を賜りました諸先生方のご厚意に心より感謝申
し上げます。

注
１）2016年日本スポーツとジェンダー学会から出
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版された『データでみるスポーツとジェンダー』
の第５章には，高校体育授業で経験したスポーツ
種目の単元数として，男子が女子に比べて多く経
験している種目にサッカー，柔道，剣道，男女差
が少ない種目として，水泳，バスケットボール，
陸上競技，（本研究調査項目にはないが）集団行動，
卓球，持久走，女子が男子に比べて多く経験して
いる種目で特に顕著なのがダンスであり，他には
バドミントン，テニス，バレーボールが挙げられ
ていた。この結果を照らすと，学校での授業経験
とジェンダー・イメージに強い関連がある可能性
が考えられる。
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（2007）の先行研究では，男性的イメージがある種
目として野外種目，武道種目，体闘型，投擲種目，
女性的イメージがある種目としてネット型球技種
目，表現採点種を挙げている。本調査の結果では，
男性的イメージの数値が高いのは，サッカー，野球，
柔道，武道であり，女性的イメージの数値が高かっ
たのはダンスであった。ネット型球技種目であるバ
ドミントン，バレーボールの平均値はそれぞれ2.82，
2.75と「どちらでもない」の範囲に収まるものでは
あった。しかし度数の割合をみると，本調査で女性
的イメージの数値（「女らしい」と「どちらかとい
えば女らしい」の合計）が20％を超えたのが12種
目のうち4種目であり，その内の２つがネット型球
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しい21.7％」：合計25％）ということになった（他
の２種目はソフトボール合計48.3％，ダンス合計
70％）。これらの結果は，山本の調査結果と同様の
傾向を示していると考えられる。

（２）ダンスのジェンダー・イメージ
　ダンスのジェンダー・イメージについては，以下
の点が明らかになった。
①ダンス全体では，（男女双方の）教員に，女性的
というイメージが根強く残る。
②ダンスの種目（領域）別では，「フォークダンス」・
「リズムダンス」に対するジェンダー・イメージは
中立化傾向にあるものの，「創作ダンス」に特に女

性的なイメージが残っている。

（３）抵抗感と羞恥心
　ダンスへの態度（抵抗感と羞恥心）については，
以下の点が明らかになった。
①抗感と羞恥心ともに（男女双方の）教員が「どち
らでもない」の中立化傾向を示していた。
②ダンスの種目（領域）別では，抵抗感・羞恥心と
もに相関を示したのは「創作ダンス」であった。今
後の学校現場や，教員養成課程において「創作ダン
ス」（表現系のダンス）をどのように指導してくか
が課題として浮上した。

６．今後の課題　
　本稿の最後に，本研究の限界と今後の課題を記し
ておきたい。本研究では，質問紙調査の中で，教員
の性別や年齢など基本的な属性のみ尋ねており，教
員のダンスの学習経験について充分なデータをとっ
ていない。しかし，ダンスへのイメージや態度は，
教員のそれまでのダンス経験によって変容する可能
性が高い１）。今後は，過去の授業経験，教員養成課
程でのダンス学習の経験や教師になってからのダン
ス指導経験との関連でより掘り下げた検討をする必
要があるだろう。

［付記］本研究は，科研費（課題番号：16K02037）
の助成を受けたものである。本調査に際し，快くご
協力を賜りました諸先生方のご厚意に心より感謝申
し上げます。
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